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あいさつ 

埼玉県高等学校情報教育研究会会長 松本 英和（埼玉県立本庄高等学校長） 

はじめに 

令和３年度を振り返ると、昨年度に続きオンライン

の一年であったと思います。総会・研修会・研究大会

はすべてオンライン開催でした。全国大会もやはりオ

ンライン大会となりました。本紙が各校に届くのは、

令和４年の６月頃になるでしょうか。半年先の状況は

わかりませんが、確かなこともあります。このことに

触れながら、あいさつを申し述べさせていただきます。 

１ 観点別学習評価  

各校では新たな教育課程のもと、観点別学習評価が

本格的に開始されています。もちろん、それ以前の指

導においても行われていることではあるのですが、や

はり、このような大きな「テコ」を入れないと変わっ

ていかないという事だったのでしょうか。さて、６月

といえば、中間考査も終わり、３者面談が行われてい

ると思います。もしかしたら、オンラインで行ってい

るかも知れません。観点別学習評価についても話をし

なくてはならない可能性も高いでしょう。各校の自由

度が高いというのは、それぞれの特色を出すことがで

きるとも言えますが、各学校で、少なくとも教科会で

相当議論を尽くさなくてはならないでしょう。情報

は、多くの学校で１名の先生が受け持っていると思い

ます。一人で決めることのできる良さもある一方、適

正さの保障は他教科以上の難しさを抱えています。令

和３年度中に検討してきた評価の規準をもとに、実際

の評価が始まっていると思います。  

２ 「情報Ⅰ」の開講と本研究会の活性化  

令和４年度より、いよいよ「情報Ⅰ」がスタートし

ています。「社会と情報」「情報の科学」との並列の学

校も多く、一時的に２名以上の先生がいらっしゃる学

校もあるでしょう。情報共有と相互の信頼関係を築く

ことが大切と思います。相手をリスペクトする心を持

ち、アサーティブな会話を交わす。そんなことが改め

て重要になるかもしれません。先生方の学校ではいか

がでしょうか。本研究会を通じた情報共有がお役に立

てると思います。本研究会では、研究委員会の活動と、

総会、夏季研修会、授業見学会、研究発表大会が活動

の主な柱です。本年度はオンラインで進めていただき

ましたが、参加人数を増やすことが大きな課題である

と思います。他の教科研究会の出席状況と遜色がある

とは思えませんが、いわゆる「一人教科」である情報

は、もっと高い参加率が必要なはずです。会長として

最も大きな課題であると自らに課しています。  

３ 「情報Ⅰ」と高校教育  

随分と大きなテーマとしてしまいました。１月６日

に開催された研究大会（Zoom によるオンライン大会）

での席上では、教育課程上、情報Ⅰを１年次に置いて

いる学校が多かったと思います。各学校での御対応に

感謝申し上げます。「埼玉県高等学校教育課程編成要領」

を熟読いただいた上での御対応と存じます。第１章第

10 節情報の第３の１(3)に「可能な限り入学年度にお

いて履修できるよう配慮する。」とある部分を尊重して

いただいたのだと存じます。ポイントは「１年次」で

はなく「入学年次」であるという事です。情報Ⅰで学

ぶことが、高校での全ての学びはもとより、生活の全

てに生かされるということを意図しています。「情報」

は「問題解決」に流れの大きな一端を置く教科である

と考えています。問題解決能力・情報活用能力のみな

らず、情報に関わる問題についての健全な倫理観や安

全に配慮する態度を育成することが、生徒を取り巻く

様々な人権問題・生徒指導上の問題の解決に役立つで

あろうことは疑うべくもありません。ゆえに「入学年

度」なのです。義務教育段階での成果をフレッシュな

まま受け継ぎ育てることの重要さも大きな目的です。

勿論、「Ⅱ」がある科目として、最終年度前に置くこと

がふさわしいのは自明のことと思っています。  

４ 大学入学共通テスト  

令和７年度に「情報Ⅰ」が設定されるとアナウンス

されています。本研究会の研究委員会の先生方もテー

マとして問題の研究と模擬問題の作成をなさっていま

す。全国的にも先駆けた取り組みと思います。全国的

には、高校現場が対応できるのか、都道府県間で専任

教員の多寡がある現状で、公平な試験ができるのかと

いった不安を抱く方もいらっしゃるのも事実です。英

語における外部試験の活用や、筆記試験の導入の際に

呈された疑問にも通じるものがあります。しかし、本

研究委員会としては、研鑽を深め「情報」出題にも対

応した活動を進めていきたいと考えています。

おわりに 

事務局・研究委員・役員をはじめとする会員の皆様

には、困難な状況の中、会の活動を継続させ、高めて

くださっています。同じ情報科の教員としても大いに

誇りに感じております。会員の皆様の益々の御活躍と

御健勝を心より祈念申し上げます。  

末筆になりましたが、埼玉県、県教育委員会、県立

学校部高校教育指導課指導主事 大塚 幸誠 様、県

立総合教育センター指導主事 島村 睦 様 には、

日頃から本会の活動及び本会会員の先生方への御指導

を賜り、誠に有難うございます。引き続き本会への御

教示と御支援をお願い申し上げ、本誌巻頭のあいさつ

とさせていただきます。  
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埼玉県高等学校情報教育研究会誌に寄せて 

教育局県立学校部高校教育指導課 指導主事 大塚 幸誠

はじめに 

このたび、埼玉県高等学校情報教育研究会「令和３

年度研究会誌」が発刊されますこと、心よりお喜び申

し上げます。また、埼玉県高等学校情報教育研究会員

の皆様には、昨年来続いております新型コロナウイル

スによる特殊な状況下におかれましても、本県情報教

育の充実・発展のため御尽力いただいておりますこと

に深く感謝申し上げます。発刊に寄せて「情報教育」

に関し拙筆させていただきます。 

１ ICT教育推進課の発足 

今年度から県教育局県立学校部にICT教育推進課が

発足いたしました。この意味について考えたいと思い

ます。平成29年から3年間で1校あたり44台のタブレッ

ト端末、全ての普通教室にプロジェクターの設置、令

和元年度のBYOD回線180拠点の整備、今年度から始まっ

たBYODによる生徒一人一台端末環境と、わずか数年間

でICTに関する急速な環境整備が行われました。コロナ

禍では、これらを活用したオンライン授業が各校で行

われましたが、実施に際しては学校間でこれらの環境

の活用に差異が生じる等、ICT環境が整った後の課題も

浮き彫りになった事と思います。このような急激な環

境変化に学校がしっかりと対応し、どの学校でも生徒

が学びを継続できるようにとの教育長の思いが、ICT教

育推進課の発足した一番の理由だと私は思っています。 

さて、ここで少し先の未来について考えてみたいと

思います。この先BYODが浸透し、生徒一人一台端末環

境が実現した暁には、学校からコンピュータ室は不要

になるのでしょうか。既に国のGIGAスクール構想によ

って一人一台端末の整備が完了した小中学校では、コ

ンピュータ室が無くなるところも出てきています。

我々高校の答えとしては「NO」であり「YES」であると

考えます。今すぐにコンピュータ室が無くなったら、

BYODが進んでいる学校でもマシンスペック的に不安が

残るでしょう。他の教科も同様です。では5年後はどう

でしょうか。マシンスペックやアプリの進化を考慮す

ると、わざわざデスクトップパソコンのある教室に移

動しなくても良い。と考えるかもしれません。 

２ 「情報Ⅰ」の実施 

令和4年度からはいよいよ「情報Ⅰ」が年次進行で実

施されます。担当する先生方に向けた教員研修も昨年

より開始して今年で2年目となりました。講師は昨年同

様、大阪電気通信大学の兼宗 進教授にお願いし、実施

いたしました。希望研修という性質にもかかわらず、

7割を超える先生方にご参加いただけたことに感謝申

し上げます。今後様々な実践事例や授業補助教材等が

出てくると思いますが、必ずお金をかけなければ学習

指導要領の内容が行えないものでもありませんし、学

校の実態に応じて授業を行っていただければと思いま

す。 

３ 入試科目として 

『令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テ

スト実施大綱の予告（補遺）』について（通知）」（令和

3年9月29日付け３文科高第701号文部科学省高等教育

局長通知）において、「情報Ⅰ」が大学入学共通テスト

の出題科目になることが決定いたしました。これまで

も情報科が情報活用能力の育成を担い、他教科でその

能力を活かし、さらに育成するという学校内の下支え

的な構図がありましたが、これからは周辺教科から受

験教科へと立ち位置が変わります。また令和4年1月に

は国大協が「情報Ⅰ」を試験科目に設定することを決

定しました。先生方のご尽力により、多くの学校で情

報Ⅰの履修学年の入学年度への設定が済んでいること

と思いますが、特に大学進学希望者の多い学校では、

今後は大学受験を視野に入れると、情報Ⅱの設置も考

える必要が出てきます。コンピュータ室という学校の

限られた設備をどう活用していくかや、BYODによるタ

ブレット端末の本格導入も検討事項になると思います。

文部科学省からの上記通知と合わせて、大学入試セン

ターからは情報Ⅰのサンプル問題が公表されています。

また、情報Ⅰと入れ替えで終了予定の情報関係基礎も、

近年情報Ⅰを意識した問題構成になっていることから、

我々が入試問題を研究する上で参考になると思います。 

おわりに 

令和4年度は情報科にとって大きな節目となる1年で

しょう。埼玉県の情報科担当者の免許保有率は全国的

にも珍しく100%です。しかし、各校に1名配置が多く、

教員間の横のつながりを持ちにくいのが現状です。県

主催の各種研修も情報交換をする良い機会ですが、

様々な状況にある各校や採用年次を超えた繋がりを持

てるまたとない機会を提供して下さる埼玉県高等学校

情報教育研究会は、今後ますます必要とされる存在で

す。 

最後になりますが、埼玉県高等学校情報教育研究会、

並びに会員の皆様の御発展と埼玉県の情報教育のさら

なる進展を祈念し、筆を置かせていただきます。 
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埼玉県高等学校情報教育研究会誌に寄せて 

県立総合教育センター  指導主事 島村 睦 

はじめに 

 埼玉県高等学校情報教育研究会員の皆様におかれま

しては、日頃より埼玉県教育委員会の事業に御理解と

御協力を賜りまして深く感謝申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症の蔓延により、昨年度に

続き、今年度もあらゆる場面において、情報科の先生

方の御活躍があったことと存じます。また、来年度よ

り始まる新学習指導要領（情報Ⅰ）、観点別学習状況の

評価への本格的な準備が始まった１年であったことと

存じます。３年後には大学入学共通テストに新たな教

科として情報が出題されることが決まりました。 

 このように情報科を取り巻く環境が激しく変化をし

ており、県内すべての情報科の先生方と様々な場面に

おいて協力していく必要性を感じているところです。

引き続き、お力添えをいただきますようお願いいたし

ます。以下では、今年度の取組等について、述べさせ

ていただきます。 

〇未来を拓く『学び』プロジェクト 

昨年度に続き、教科部会、シンポジウムともにオン

ラインで実施しました。今年度の重点公開授業は、妻

沼高校の小田先生が「著作権」の単元で、Chromebook

を用い、普通教室にて実施されました。昨年度、春日

部高校の髙野先生が実践されたようにエキスパート活

動では、事前に作成した動画を活用するとともに、

Google Classroom を軸に授業を展開されました。 

 情報科の先生方はお一人で学年全クラスを担当され

ることが多く、事前に作成した動画を授業で活用する

ことの有効性を改めて感じることができました。 

なお、教科部会については Google Meet で実施、シ

ンポジウムは Zoom ウェビナーによる配信をしました。

現在、埼玉県の pref アカウントには、Zoom プロアカ

ウントが付与され、500 名までの Zoom 会議等を行う

ことができます。 

〇令和３年度の県立総合教育センターにおける研修 

 新型コロナウイルス感染症の影響で、当センターの

研修は７月と 11～12 月のみ集合して実施し、他の月は

Google Meet または Zoom を用いた双方向型オンライ

ンにて実施しました。所属校での非集合型研修が増え、

研修受講者が情報科の先生方に助けを願う場面があっ

たかと存じます。昨年度に続き、各校において、年次

研修受講者へのお力添えをいただきありがとうござい

ました。この場をお借りして感謝申し上げます。 

 中堅教諭等資質向上研修、ならびに初任者研修では

全教科共通日程で、ＩＣＴ活用研修を実施しました。

それぞれの年次に合わせた内容で、Google Workspace 

for Education の演習を行いました。教科問わず、自身

で十分に活用している受講者、ほとんど活用経験のな

い受講者が混在しているのが現状です。情報科だけで

なく、多くの教科でＩＣＴ活用を推進するきっかけと

なる年次研修を今後も目指してまいります。 

 また、情報科の教科別研修では１０月に会場校研修

を予定していましたが、感染状況を考慮し、残念なが

ら実施できませんでした。今年度の中堅教諭等資質向

上研修２名の授業を事前にビデオ撮影し、初任者研修

と合同で研修日に視聴、協議を行いました。 

 次年度においては、一昨年度まで実施できておりま

したように、貴研究会との共催で会場校研修による公

開授業が実施できるよう工夫してまいります。 

〇情報モラル教育の推進 

 ５月に公表されました県教育局生徒指導課による調

査によりますと、児童生徒の自分専用スマートフォン

所持率は昨年同様に高いものとなっています。 

各校種、H30 年→R1 年→R2 年の推移を記載します。 

高校 ２年生 96.0%→98.7%→99.2% 

中学校２年生 68.4%→84.8%→86.4% 

小学校６年生 32.3%→59.7%→62.5%（77.7%） 

小学校４年生 未調査→41.2%→44.1%（65.5%） 

カッコ内の数値はキッズ携帯、見守り携帯等を含め

たものです。このように、児童生徒の所持率は年々高

まり、その中で情報モラルの正しい在り方等について

の教育を推進することは社会的な関心事でもあり、情

報教育に携わる我々の喫緊の課題でもあります。皆様

の知識や実践例等もふまえ、効果的な情報モラル教育

の推進について一緒に考えてまいりたいと存じます。 

おわりに 

 変化の続く今、引き続き会員の皆様のお力添えをい

ただき、横のつながりを大切にしていきたいと考えま

す。今後も埼玉県高等学校情報教育研究会、並びに皆

様の御健勝と、埼玉県の情報教育の益々の発展を祈念

いたしまして結びとさせていただきます。 
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令和３年度埼玉県高等学校情報教育研究会総会・講演会 報告 

埼玉県立川越南高等学校  教諭 春日井 優 

はじめに 

昨年度以来、新型コロナウイルス感染症の影響を大

きく受けている。埼玉県内では、４月２０日からまん

延防止等重点措置が発出されていたことから、対面で

の集会を控えることになり、令和３年度の総会・講演

会はリモート開催になった。その概要を報告する。  

概要 

日時等 

令和 3 年 5 月 21 日(金)14:00～16:30 

各所属校等から Google Meet および Zoom にて接

続 

参加者 30 名 

総会次第 

ア 開会行事

イ 総会議題

（ア） 令和 2 年度事業報告

（イ） 令和 2 年度決算報告

（ウ） 令和 3 年度役員改選について

（エ） 令和 3 年度事業計画(案)について

（オ） 令和 3 年度予算(案)について

上記 5つの議案について、提案どおり承認された。 

ウ 諸連絡

（ア） 円滑な事務処理のための連絡

（イ） Web ページについて

（ウ） 研修会について

（エ） 日本情報科教育学会第 14 回全国

大会について 

（オ） 第 14 回全国高等学校情報教育研

究会全国大会(大阪大会)について  

（カ） 情報オリンピック講習会について

（キ） 第 4 回中高生情報学研究コンテス

トについて

（ク） 研究委員募集について

図 1 総会時の画面  

講演会 

ア 講師

ライフイズテック株式会社

執行役員 丸本徳之氏  

イ 講演

「教科「情報Ⅰ」に関する Web セミナー

～これからの情報教育について～」  

総会について  

令和 2 年度事業報告  

総会での審議事項を書面で提案し、Web で承認を

求めることにより実施したことの報告があった。

また、全会員対象の行事、研究委員会についても、

オンラインによるリモート開催となった報告があ

った。 

令和 2 年度決算報告  

行事がリモート開催となっていたことから、執行

状況が例年と異なることについて報告があった。  

令和 3 年度役員改選について 

一部役員が欠けているが、後日 Web 上で報告する

旨の説明があった。  

令和 3 年度事業計画(案)について 

令和 3 年度も引き続きリモート開催の可能性はあ

るが、従来実施していた行事と同様に実施する予

定との提案があった。  

令和 3 年度予算(案)について  

リモート開催により、充分に執行されない可能性

はあるが、行事を対面で実施する可能性もあるた

め、昨年度の予算額から増減は行わない予算額の

提案があった。  

講演会について  

ライフイズテック株式会社丸本様の講演の概要は次

のとおりである。  

ライフイズテック株式会社について

プログラミングを学びたい子どもたちに機会を提

供することを目指して活動している。  

何を作りたいかからプログラミングを始めるよう

構成している。  
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生徒が授業を通じて学んだプログラミングスキル

で身の回りの問題解決を実現できるようにする。

例として、コロナで飲食店がつぶれることに対し

て、Web サイトをまとめて紹介した。生徒の自信

につながっている。  

自尊感情や自己効力感といった非認知能力の向上

にも効果が出ている。 

 

プログラミング学習について 

「教えなくてはならなくなる」、「学習しなければ

ならなくなる」、「テストで点数を取れるようにな

る」だけではもったいない。 

自分の思いやアイデアを形にする力を身につける

ことができる。（例として席替えアプリ） 

プログラミングを通して、消費者から生産者に代

わることができる。また、半径 50cm の問題解決か

ら始める。 

プログラミングが新学習指導要領の目玉になって

いる。「これからの社会なんだから必要でしょ」(鹿

野前調査官談) 

Society5.0 時代がどのようなものか解像度を高

めて理解しておくべきである。(人工知能、ロボッ

ト、ブロックチェーン、IoT、VR、デジタル通貨、

ビッグデータ)急速な進化により生活様式は大き

く変わる。 

未来予想レポートの共通事項として、①テクノロ

ジーの急速な発展、②日本はより一層課題大国に

なる、③価値観の変化(社会的意義/多様性重視)が

挙げられており、模倣できるモデルがなく、一番

に答えを見出していかなければならない。 

テクノロジー無しには仕事はできない。また、課

題解決をしないと国や地域がもたない。さらに、

個人が課題を設定して解決する時代になっている。

このような時代を生きていく子どもたちに向けて

学習指導要領が書かれている。 

これから育てるべき子どもたちは、①テクノロジ

ーを活用し、②自ら課題を設定し、③社会をよく

していく子どもたちである。これからの社会で真

に必要とされる人材は、「デジタルイノベーター」

である。 

実は、子どもたちの準備は整っていて、大人がそ

の可能性を引き出す必要がある。 

以上の背景から、学習指導要領改訂のタイミング

でプログラミング必修化が加速した。 

「情報Ⅰ」は今の時代を生きる国民としての必要

な素養で、問題を発見していかないと社会が立ち

行かなくなっている。コンピュータ・ネットワー

クの仕組み、プログラミング、データの扱いは手

段であり、問題解決をちゃんと学ぼう。 

 

段階的なプログラミング教育に向けて  

ライフイズテック株式会社では授業で使える教材、

先生が理解する教材を用意して研修を提供してい

る。 

情報Ⅰには 2 つの山がある。第 1 の山はプログラ

ミング、第 2 の山はデータサイエンスである。  

大学では AI・データサイエンスの分野を強化して

いる。 

大学入学共通テストでは、情報Ⅰの 4 つの分野が

均等に出される。情報Ⅰの難しさは、目に見えな

い世界の難しさがあるが、つくることで理解でき

る。「つくりながら学ぶ」ことは、本質的な理解に

つながり、大学入学共通テスト対策にも有効であ

る。 

 

 

図 2 講演会の画面  

 

おわりに 

昨年度に引き続き、対面での行事の実施ができず、

リモート開催になっている。そのような中ではあるが、

来年度から学年進行で新学習指導要領の実施が始まる。

単に教員や生徒がプログラミングの知識・技能を身に

つけるだけでなく、その背景や実施に向けた考え方を

見直す講演会となった。それぞれの学校の教育課程次

第になるが、情報Ⅰの授業開始まで 1 年を切っている。

具体的にどのような授業を行うか、改めて検討が求め

られる。学校の垣根を越えて情報科の教員同士の交流

しながら準備を進められるよう、早く通常の生活に戻

れることを願っている。  
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令和３年度オンライン研修会 報告 

埼玉県立所沢西高等学校  教諭 大場 拓八 

１ はじめに 

ライフイズテック株式会社を講師に迎え、令和２年

度に引き続き、本年度もオンライン研修会を開催する

こととなった。  

 

２ 研修会の概要 

（１）表題 

  情報Ⅰ実施を見据えたプログラミング研修  

  Life is Tech! Lesson pyhon＆AI コース 

（２）日時 

令和 3 年 8 月 19（木）12：30～16:30 

（３）通信方法 ZOOM 

（４）参加対象者および参加人数  

   埼玉県高等学校情報研究会会員等 約 15 名 

 （５）研修会の流れ  

    12:30～12:35 開会の言葉および諸連絡  

    12:35～16:20 研修会 

      (適宜休憩) 

   16:20～16:30 閉会行事・質疑応答 

（６）事前準備   

  名前を変更グループ分けで利用  

  ZOOM の名前を「学校名＿先生名」にする  

  カメラ ON、マイク OFF 

  LifeisTech!Lesson へログインを済ませる 

 

３ 研修会の内容  

（１）開会行事 

 ア 事務局より 川越南高校 春日井 優 教諭 

 イ 講師紹介  ライフイズテック株式会社  

カスタマーサクセスマネージャー 築比地健太 様 

（２）ライフイズテックについて(2010 年創業) 

ア 対面サービス  

創業から一貫して中学生・高  校生にプログラミ

ングの教育をしている。普段は中学生・高校生

に直接指導している対面のキャンプ、スクール

等を主に運営している。大学生のスタッフが中

学生・高校生にプログラミングを教えていくモ

デル。本日も大学生のスタッフが参加している。 

イ オンラインサービス  

「テクノロジア魔法学校」ディズニー社とのコ

ラボレーション  

ウ 官公庁・自治体との連携、企業との連携  

経済産業省「未来の教室」、SONY との VR 講

座、NHK との AI 講座 

（４）ライフイズテックの強み 

最先端のプログラミング、プロも使うようなプ

ログラミングを中学生・高校生でもわかりやす

く、かつ楽しく学ぶコンテンツ作りを強みとし

て持っている。10 年間のノウハウを結集して作

ったのが、Life is Tech! Lesson である。 

      オンライン研修会の様子  

４ 新学習指導要領と情報Ⅰについて  

（１）ライフイズテックが提供しているコース  

 ア 現行学習指導要領 Web デザインコース  

 イ 新学習指導要領 Python＆AI コース 

（２）Life is Tech! Lesson でできること  

  ア 新学習指導要領に対応  

  イ テキストコーディングで問題解決を実現  

  ウ 未経験の先生でも簡単に導入可能  

  エ 個別最適な学習を実現  

 Life is Tech! Lesson は一斉授業ではなく生徒が

それぞれのペースで学習可能な教材である。先生は

生徒のペースを見ながら一人ひとりに最適なサポー

トができる。キャラクターが先生役となり全てライ

フイズテックレッスン内でレクチャーしてくれる。  

（３）共通テストへの対応  

文部科学省から正式に共通テストに導入共通テ

ストで点が取れるような教材の提供 開発 

（４）Python＆AI コースカリキュラム紹介  

  ア プログラミングを学ぶ目的  

デジタル社会のコミュニケーションを学ぶ  。

目に見えない情報の流れ、透明度を上げていく

実体験を通じて体感していくことこそがプログ

ラミングを学ぶ目的である。さらに近年ではこ

の処理に AI が加わっていくことになる。  

イ レッスンで制作するプロダクト  

（ア）ブログ（インスタ・ Twitter）  

 動画投稿できる、テキストが投稿できる、投稿

サイトを作ることができる  
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＜レッスンの流れブログ＞ 

①文字を表示②文字を送信③画像を送信 

といった具体操作を通じて学んでいく。ステッ

プごとに段階的に機能追加していく 。その過

程で教科書の中にも設定されている項目、条件

分岐、アルゴリズム、関数などの抽象概念を学

んでいく。 

（イ）AI レジ  

写真を読み込むとそのパンが何パンなのかを

AI が解析しそのパンに設定されている値段を

出し合計金額を瞬時に計算してくれる 。 

＜レッスンの流れ AI レジ＞ 

①写真を AI で判定させ②パンの値段を表示す

る③合計金額を表示する  

といった段階的にプログラミングをしていく。  

 

５ 本日の研修（プログラムの詳細）  

（１）研修の進め方  

以降は Life is Tech! Lesson を利用して研修を進

める。ライフイズテックで普段、中学生・高校生

の指導を担当している大学生メンターがグループ

1 名ずつ担当する。時折、ブレイクアウトルーム

（グループ専用部屋）に移動して研修を進める。 

    Life is Tech! Lesson 研修の様子 

（２）Life is Tech! Lesson ブログ制作  

ア ブログへ投稿  

まず、今ハマっていること、マイブームをブログ

に投稿してみる。いずれもテキスト入力であり、

投稿した人以外にも見られるようにする。投稿し

た日時、いいねの数、他の人のアクションで常時

アップデートしていく必要がある。自分だけで完

結するのではなく他の人の動きや投稿なども合わ

せながら成り立っていくのが投稿の仕組みとなっ

ている。 

イ ブログ構成する四つの仕組み  

①HTML 情報の構造化、表示 

②CSS HTML で表示された情報の装飾、レイア

ウト 

③Python データの送信・受信・管理などのロジ

ック 

④Json 蓄積されたデータ  

ウ Lesson 1 ブログの画面を作ろう(HTML CSS） 

ブログの画面を作っていくという体験をする。

HTML CSS のまとめ、 HTML の書き方、見出し

（h1）、タグで囲ってあげる等を学ぶ。そしてその

タグの内容を 、CSS ではセレクタ・プロパティと

いう内容で装飾を加えるかを書いていく。 

エ  Lesson3 サーバからデータを受け取ろう

（Python） 

裏側コアの部分 裏メニューは見えない部分を作

っていく。Python データを送信・受信・記録

Lesson 3 で学ぶ「変数」はデータを入れる箱で

ある。①変数を作る②変数に文字を入れる③ブラ

ウザに送る④ブラウザに表示する  

オ 条件分岐を作ってみよう 

パン屋さんからのお知らせを時間によって出し分

けるプログラムを作りましょう  

変数に数字を入れる time=11 

条件１       if time == 11: 

変数に文字を入れる    message0 = 'クロワッサン焼

き立てだよ ' 

条件２       elif time <9: 

変数に文字を入れる message0 = '9 時に開店です ' 

その他の条件    else: 

（３）Chapter4 AI 自動レジの紹介 

写真を読み込むとそのパンが何パンなのかを  AI 

が解析し  そのパンに設定されている値段を出し

合計金額を瞬時に計算してくれるプログラム。  

（４）Chapter5 オリジナル AI 顔認識を作ろう  

Amazon Rekognition…Amazon が世界中の何百

万枚というものも 顔写真のデータを 機械に学習

させてそこから様々なデータをはじき出すよう

AI エンジンというものが公開されているものを

利用。 

 

６ おわりに 

 令和４年度から新学習指導要領、情報科においては

「情報Ⅰ」がいよいよ始まる。研修後の参加された先

生方へ実施したアンケートにおいて「大変満足・満

足」の選択が 95.6%となった。情報Ⅰには、「プログ

ラミング」と「データサイエンス」二つの山が存在

し、我々教員はこれからプログラミングやネットワー

ク双方向データ活用など専門性の高い新しい内容を教

えなくてはならない。大学共通テストを視野に入れ、

本研修で行った Life is Tech! Lesson 等、EdTech 教

材を使った授業慣れておくことが必要となるだろう。  
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第１４回全国高等学校情報教育研究会全国大会（大阪大会）報告 

埼玉県立入間向陽高等学校  教諭 曽田 正彦  

 
はじめに  

2021年8月10日（火）・11日（水）に第14回全国高

等学校情報教育研究会全国大会（大阪大会）は、オン

ラインで開催され、全国各地より426名の参加者があ

った。大阪は第4回以来、2回目の開催となった。本研

究会からも、研究委員代表として脇坂先生 (飯能南高

校)が発表を行った。以外も多数の方々が参加し、運営

協力や自己研鑽と場として関わった。 

 

１ 大会概要 

（１）大会名称  

第14回全国高等学校情報教育研究会全国大会  

（大阪大会） 

（２）日時  

2021年8月10日（火）10:30～15:25 

開会行事・分科会 

2021年8月11日（水）11:00～15:30 

基調講演・特別講演・講評講演・閉会行事 

（３）会場 

オンラインで配信（配信本部は大阪府立三国丘高

等学校と東京都立立川高等学校）Cisco WebEX 

Meetings のシステムを利用  

（４）目的  

全国の情報教育関係者が一堂に会し、講演、研究

発表、協議、情報交換等をとおして、これからの

教科「情報」の在り方及び課題解決の方策を探り、

実践的な指導力の向上を図る。  

  

２ 内容 

（１）大会テーマ  

新学習指導要領に向けて  

〜大学入学共通テストを見据えた教科情報とは〜  

（２）分科会発表 

 口頭発表 

例年同様に多岐にわたる多くの発表があった。18

人からの発表があった中で、大会次第にもあった

新指導要領について、来年度に向けた授業構成や

プログラミングに関するテーマが多くみられた。

本県からは、「オンライン学習に向けた埼玉県立

高校の取り組み」と題して、分散登校中の授業や

課題の提供についての工夫が紹介された。  

 オンデマンド発表  

動画発表（オンデマンド発表）は、17本用意され

ており、やはり多岐にわたる内容で構成されてい

た。どちらの資料もwebに掲載されているので、

ぜひご覧いただきたい。  

（３）講演 

水野 修治 氏 

（大学入試センター試験問題調査官）  

演題：「大学入学共通テスト 新科目「情報」～サ

ンプル問題等とそのねらい～」  

サンプル問題に関してのその意図や解説がなされ

た。 

 

講演 

鵜飼 佑 氏 

（K-12 Computer Science Education Program 

Manager at Google） 

テーマ：コンピュータサイエンスの面白さ，価値  

コンピュータサイエンスの実例とともに、授業で

使えるであろう理論や実践が紹介された。  

 

講評・挨拶 

田﨑 丈晴 氏 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター教育

課程調査官 

 文部科学省初等中等教育局情報教育・外国語教

育課情報教育振興室教科調査官  

 文部科学省初等中等教育局参事官（高等学校教

育）付産業教育振興室教科調査官）  

 

講演 

  鹿野 利春 氏 

（京都精華大学メディア表現学部教授  

   大阪芸術大学アートサイエンス学科客員教授  

   文部科学省初等中等教育局視学委員） 

 

これからの教科「情報」の在り方及び課題解決の方

策を探る。来年度から始まる情報Ⅰ、情報Ⅱの授業

構成、プログラミング、情報デザイン、データ分析

などについて。また、令和7年度の共通テストに向け

て養うべき能力など具体的な内容が紹介されていた。 
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おわりに  

次回の全国大会は、今年度同様にオンライン開催が

見込まれている。事態の状況によっては、現地開催も

検討され、候補は関東になるとのことである。来年も

埼玉県からもより多くの参加者があることを願いたい。 

 

第15回全国高等学校情報教育研究会全国大会  

日時等未定 

    

最後に、全国大会実行委員の皆様、会場の提供や開

催に関わっていただいた大阪の皆様に感謝を申し上げ、

第14回全国高等学校情報教育研究会全国大会（大阪大

会）の報告とする。  

 

全国高等学校情報教育研究会Webサイト 

https://www.zenkojoken.jp/ 

 第14回全国大会Webサイト 

  https://www.zenkojoken.jp/14osaka/ 

 

 

Figure 1 脇坂先生の発表テーマ 

 

 

Figure 2 和歌山工業 北山先生の資料 
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令和３年度埼玉県高等学校情報教育研究会研究発表会  

 報告 埼玉県立大宮高等学校  教諭 石井 政人 

はじめに 

令和 4 年 1 月 6 日に第 6 回埼玉県高等学校情報教

育研究会研究発表会がオンライン開催された。県内

の学校の先生方による研究発表や研究協議があり、

今後の教育活動に大いに役立つ内容となった。前回

より大幅に増え今回は 34 名の参加になった。 

 

１ 日時 

令和４年 1 月６日（水）14 時 00 分～16 時 30 分 

 

２ 会場・オンライン環境  

Zoom を利用したオンライン会議  

 

３ 研究発表会 

開会行事 

 挨拶 松本英和会長（本庄高等学校） 

 

埼玉県高等学校情報教育研究会行事報告  

事務局 曽田正彦（入間向陽高等学校） 

 

研究発表 

ア 共通テスト「情報Ⅰ」の実施を踏まえた授業内

容の検討 

研究委員会 天井 崇人先生（越谷南高等学校） 

  令和 7 年度より実施される大学入学共通テスト

を見据え、試行問題やサンプル問題を研究し、大

学入学共通テストに向けた問題開発を研究委員会

で行った。その開発した問題の紹介や出題の意図

の説明が行われた。 

 

イ プログラミング授業の準備  

石井 政人（大宮高等学校） 

 新教育課程情報Ⅰの「プログラミング」分

野においての授業実践を環境構築から実施後

の評価まで含めて発表された。 

 

研究協議 

・情報Ⅰの履修年度や選定教科書について  

・プログラミングの言語選択について  

・大学入学共通テスト対策について  

・校内ネットワーク環境と個人情報管理について  

例年より研究協議の時間を長くとり、多くの先

生から質疑を受け、これらの分野について協議

を行った。 

 

閉会行事 

 挨拶 松本英和会長（本庄高等学校） 

埼玉県高等学校教育課程編成要領に基づいた各

校の令和４年度からの新教育課程編成についての

ご指導いただいた。  

 

おわりに 

今年度もコロナ禍の中、オンラインでの開催となっ

た。研究発表が２件と件数が少なかったが、今年度は

引き続きのコロナ禍対策や、分散登校等の対応にも迫

られ、落ち着いて研究を取り組むのが難しい一年であ

ったが、新課程に向けた様々な新たな準備が着々と行

われていることが、研究協議を通じて見えてきた。情

報Ⅰが始まることについて不安や期待を持っている先

生方と情報を共有し、様々な意見交換が行われた。今

後もこの発表会を通して県内の教員同士のネットワー

クが広がり、意見交換を通してより良い情報科の授業

を行うきっかけとしていただきたい。  
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「情報Ⅰ」共通テスト対策の予想問題の作成 

 

埼玉県高等学校情報教育研究会研究委員 

 

はじめに 

埼玉県高等学校情報教育研究会では、現在 8名の研究委

員で活動し、研究論文をまとめている。昨年度は、オンラ

イン学習に関する取り組み状況について報告した。各研究

委員の報告を共有することで、多くの知見や改善策を得る

ことができた。 

今年度は、来年度から実施される新学習指導要領「情報

Ⅰ」に関する授業内容を考えるにあたり、生徒の一つの目

標になる、令和 7年度から実施される大学入学共通テスト

で出題されうる問題を検討することとした。情報Ⅰの単元

より【１】情報社会の問題解決【２】コミュニケーション

と情報デザイン【３】コンピュータとプログラミング【４】

情報通信ネットワークとデータの活用より問題を作成す

ることとした。各研究委員が作成した問題と考察について

まとめる。各問題は、(１)作成した問題(２)作成にあたっ

ての意図や解説(３)作成した問題の発展等で構成される。 

 

１ 予想問題１ 

（１）作成した問題１ 
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（２）作成した問題は、【１】情報社会と問題解決の領域

から、情報セキュリティと著作権の内容である。情報

セキュリティの問題に関しては、他人に推測されにく

いパスワードを作成することに加え、その管理の方法

や別の認証と組み合わせて、より安全に利用する方法

を考えさせ、対策の意識を高めさせる問題とした。 

著作権の問題に関しては、著作権の基本的な考え

方や一般的な著作権の事例を扱う問題とした。特に

事例の部分は、状況や内容によってさまざまな解釈

ができてしまうため、一般的な例と考えられるもの

を解答群にした。 

 

 

 

（３）著作権はグレーゾーンにかからないような問題にす

るのが難しい。知識問題やある程度決まった形の問題

しか作れないように感じた。著作権法の改正も度々あ

るので、改正したもの、改正の可能性が考えられるも

のは出しずらいかもしれない。 
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２ 予想問題２ 

（１）作成した問題２ 
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（２）作成した問題は【２】コミュニケーションと情報デ

ザインの領域から作問した。この領域は「効果的なコ

ミュニケーションを行うために、情報デザインの考え

方や方法に基づいて表現すること」が目的とされてい

るため、今回作問するにあたり、「多種多様な人々と

のコミュニケーションが、特にデジタル化された場合

に必要な知識・配慮・工夫について、考えさせる問題

を作りたい。」と考えた。問題提起し、解決する流れ

の中で、知識や最適解を問う問題としたかったため、

会話形式で作問した。 

 

（３）Twitter・Facebook等の個別サービス名をあげない

よう、個別サービス名の部分を若干変更した。改善さ

れた Web ページやクラス通信の画像を選択肢にする

等、見やすさなどが図解化された問題もあると良い。

知識問題は比較的出しやすいが量は少ない。デザイン

もコミュニケーション方法も、デジタル機器の進化に

よりどんどん変化していくため、考えさせる問題とし

ては作りにくいかもしれない。 
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３ 予想問題３ 

（１）作成した問題３ 

（２）今回作成した問題は、『平成 30年告示高等学校学習

指導要領に対応した令和７年度大学入学共通テスト

からの出題教科・科目情報サンプル問題』より第１問

問３の「コミュニケーションと情報デザイン」の問題

の類題として作成した。サンプル問題の当該問題では、

画像のアナログ情報をデジタル化する一連の流れを

考える問題として出題されている。デジタル化のプロ 

 

 

セスを理解するうえで非常に重要な内容となっている。 

 

（３）今回作成した類題は、音のデジタル化を取り扱う問

題として作成した。ただ、言葉を暗記したものを答え

させる問題ではなく、デジタル化にあたって行われる

標本化、量子化、符号化の一連の流れと仕組みを理解

しているかを問う問題となっている。 

15



４ 予想問題４ 

（１）作成した問題４ 
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（２）今回作成した問題は、『平成 30年告示高等学校学習

指導要領に対応した令和７年度大学入学共通テスト

からの出題教科・科目情報サンプル問題』より第２問

「プログラミング」の問題の類題として作成した。今

回作成した類題は、合計点や平均点を求めるプログラ

ムから、連続同得点の場合は２倍されるスペシャルル

ールを実装する問題となっている。プログラミングの

基本構造に対する知識・理解と、プログラムの流れが

理解できないと解けないため、思考力を問うている。 

 

（３）改善点や派生問題について 

改善点・派生問題・・・ 

①分岐命令が使われていないため、奇数の場合はボー

ナス点などのルールを入れて分岐することも考えら

れる。 

②何回その点数が入ったかというのを配列 Saihinchi

で格納しているが、試行例を与えて、その Saihinchi

を計算して答える問題などが想定される。 
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５ 予想問題５ 

（１）作成した問題 

 

（２）今回作成した問題は、【４】情報通信ネットワーク

とデータの活用の領域から出題している。実生活でネ

ットワーク環境に触れる機会は多くあるが、その中で、

通信速度の計算やストリーミング再生を題材にする

ことで、思考力・判断力・表現力を問う問題を出題す

ることを意識して作成した。 

 

（３）今回は、解像度を選択するところまでの出題となっ

たが、発展的な問題を出題することも可能である。例

えば、モバイルデータ通信の月額契約が 20GB である

場合、動画コンテンツはどのくらい閲覧できるのかな

ど、各家庭で契約している条件等を踏まえて問題解決

を図る出題が可能である。一方で、正確さを意識して

作問することが求められるため、問題を精査すること

が必要だと考えた。 
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６ 予想問題６ 

（１）作成した問題６ 
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（２）セキュリティに関する内容を社会と情報で扱ってお

り、生徒にとってもセキュリティは身近な問題である。

そこで、名前の単なる暗記ではなく、どのように通信

を行っているかについて問題文を読みながら学習で

きるような内容を作成した。また、SNSを運営してい

る会社での利用を想定して作成を行った。 

 

（３）一部で用語等を知らないと解答できないものがある

ため、初めて見た場合でも解けるような工夫や誘導を

付け加える必要性がある。セキュリティに関する生徒

の意識調査を行って題材が適切か判断する。ここから、

生徒の通信の盗聴に関する関心が低い可能性が高い

事や、WEBページ等がなぜ安全なのかなどを口コミや

レビューで判断している可能性が高い事が推察され

る。 

 

 

おわりに 

各研究委員の作成した問題は、基礎を踏まえた上で、生

徒が解きやすいように練られた問題であった。各学校では、

これらの問題を利用し、多くの生徒が受験対策として活用

できるよう活用していきたい。 

来年度以降、実施される「情報Ⅰ」でどのように受験対

策をしていくのか、この予想問題を使いながら生徒の難関

大学合格をサポート出来るよう研究委員にて調査を行っ

ていく。 
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プログラミング授業の準備 

埼玉県立大宮高等学校  教諭 石井 政人 

 
１ はじめに 

令和 4 年度からの新教育課程「情報Ⅰ」の授業を

開始するにあたり、現行の「社会と情報」を履修して

いる学校にとって新しく学習する分野の一つがプログ

ラミング分野である。プログラミング分野に不安を覚

えている情報科の先生方の話を聞くことが多いため、

私なりのこれまでの準備と来年度への向き合い方をま

とめた。 

２ プログラミング言語の決定  

高校生が扱うプログラミング言語  

教科書で扱われるプログラミング言語としては

Python、JavaScript、VBA、Scratch がある。

大学入学共通テストで扱われると予想されるプロ

グラミング言語として DNCL2 と通称される大学

入試センターオリジナルの疑似言語が使われてい

る。それ以外にも様々なコンピュータ言語はある

が、それぞれに良さがあったり欠点があったりす

る。特に C 言語などが初めて学習する言語とし

て良く言われてきたが、教科書では使われていな

いので、高校生が学ぶものとしてはあまり適切で

ないのかもしれない。  

どの言語を教えればよいか？ 

プログラミングを通して何を教えるか？どんな

ことを生徒にやらせてみたいか？などを考える必

要がある。 

例えば、セル操作をしたい場合は VBA を使っ

て表計算ソフトのデータを加工計算するなどが考

えられる。 

テキストプログラミングをするのが難しい場合

は、ブロック型プログラミングをする Scratch で

あっても様々なものが作れるため、十分であると

考える。 

情報デザインの単元と同時に進める場合は web

ページ作成とセットで HTML/CSS と一緒に

JavaScript が学習しやすいと考える。  

Python は機械学習や AI などの分野において便

利であるとされているが、高校の「情報Ⅰ」にお

いてそこまで扱う可能性は低い。「情報Ⅱ」を考え

ると今後の発展性がある。また、大学入学共通テ

ストを考えたときに DNCL2 は Python と文法的

に似ている部分があるため、テスト対策に進みや

すいと思われる。  

教えたい内容や目標によって言語を選択するの

が良いと考えるが、本校では大学入学共通テスト

を多くの生徒が受験するため、Python を選ぶこと

にした。 

３ 中学校の教科書でのプログラミングの取り扱い  

今年度から中学校では新教育課程が開始しており、

技術科の中のプログラミングの内容も少し変化があっ

たようである。私は 2 社の教科書を入手し、読み比

べてみたところ以下の要素があると感じた。センサな

どを使いその結果を使うものや、ネットワークを使っ

てお互いがデータのやり取りをするようなものが書か

れている。また、Scratch のようなブロック型言語や

フローチャートを使い、繰り返しや分岐などの説明が

されている。 

このことから繰り返し、分岐などの分野を既習とし

て、テキスト型プログラミングをすぐはじめることも

可能かと考えたが、今年度の段階では、後述する生徒

の事前学習の結果を考えると難しいと判断した。  

４ プログラミングで学習する内容  

プログラミングで学習するプログラミングの文 

法要素としては、大学入学共通テストのサンプル

問題 iを参考にした。  

サンプル問題では、変数・代入・インクリメント・

メッセージ・データ型・算術演算子・比較演算子・

論理演算子・条件分岐・繰り返し・入れ子・配列・

添え字といった要素が問題のプログラム内で使わ

れていることが分かったので、この要素を含むよう

に授業を考えることにした。 

プログラミングを使って何を学習するべきか、

ということについては、日常生活の様々なものが

プログラムされたものを使っていることに気付い

てほしいということをテーマとした。後で教材例

を示すが、生徒が日常生活で使っているジュース

の自動販売機のプログラムを作成することにし

た。 

５ 学習環境の決定 

Python を使ってプログラミングをすることに決め

たが、実行環境や開発環境をどのように構築するかが

次の課題になった。本校の PC 室は今年度の 8 月に入

れ替えが行われて、プログラミングの授業は 9 月開始

予定していた。新 PC 室は Python3.9 が初期インスト
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ールされていたがこれは以下の問題点があると感じた。 

まずはじめ、にエディタが用意されていない事であ

る。メモ帳で書いて実行することはもちろん可能であ

るが、コーディング・保存・実行・エラー訂正とする

のに、Python とメモ帳を行き来することをスムーズ

に生徒ができるようになる操作上のスキル等の問題が

あると感じた。  

次に、コマンドラインで実行時の操作を行う必要が

ある。コマンドラインを使うことが初めてであると、

黒い画面上で実行コマンドを正しく打ち込むことが一

つのハードルになってしまうと感じた。  

最後に、実行エラーの確認が難しいことである。コ

マンドラインで入力したものと、実行画面やエラー画

面が同一なので、区別がつきにくい  

以上３点の問題があるように感じたので、実行しやす

く、説明などが入れやすいエディタを含む開発環境を

簡単に用意する必要があると感じた。しかも情報科で

多く予算はないので無料のものを選択することにした。 

開発環境の選定 JupyterLab について 

JupyterLab Desktop App を生徒用 PC 全台に

インストールした。デスクトップ上で実行できる

ため、ネットワーク速度が安定しない場合でもプ

ログラミングの授業ができることが利点としてあ

げられる。また、後述の Google Colaboratory も

同様であるが、 .ipynb 形式のファイルでソースコ

ードだけでなく、メモ書きとしてソースコード以

外に説明や画像等も入れることができるので、練

習問題やコーディング例などを見ながら生徒が自

らのコーディングを行うことができる。しかし、

私に不勉強な部分があり、メニューの日本語化が

うまくできなかった。英語で使う状態になってい

るため、授業で使用すること断念した。ぜひ日本

語化の方法を他の先生に教わりたいと考えている。 

開発環境の選定 Google Colaboratory について 

Google Colaboratory では、前述の

JupyterLab と比べると、cloud 上にファイルや

実行環境があるので、スマートフォンなどや、生

徒の自宅などでも場所を問わず実行することがで

きるという良さがある。また、日本語化されてい

るので、メニュー画面が読みやすいなどの安心感

もある。しかしながら、cloud 上にあるというこ

とで、回線速度が遅い時に、ファイルが開きにく

い、実行が遅いといったことが起こる。また

Google アカウント上の規約等が変わったときに

問題が発生する場合があるといったことが懸念さ

れる。 

 エディタとしてエラーが起こった場合どこの行

がエラーか、エラー理由が分かりやすいかも大切

であると考え、この 2 つを比較し、今年度につい

ては日本語でメニュー表示されていることを重視

し、Google Colaboratory を採用した。  

（３）開発環境の準備について  

Google Colaboratory を採用することにしたが、

環境の準備方法としては簡単であった。生徒用に

配布してある「st アカウント」iiにログインし、

Google Drive（以下 Drive）を開く。Drive 内で初

回のみ Colaboratory のアプリをインストールす

る。それ以降は Drive 内で Colaboratory のファイ

ルを開くだけで起動することができる。作った教

材を生徒の Classroom や Drive に配布しておくだ

けですぐ授業が始められる状態になった。  

６ 本校での授業実践  

（１）授業計画  

本来の授業計画としては 9 月～10 月中旬ごろ

を予定していたが、9 月がコロナ禍での分散登校

となってしまったため、結果的に 10 月上旬～12

月上旬の間で授業を行った。本校は 65 分授業な

ので、65 分×8 時間プログラミングの授業をあて

た。また、事前学習として、夏休みに progateiiiの

PythonⅠを課題として、事前学習を行った。

progate を選んだ理由としては、本校の生徒の多

くがスマートフォンを所有しているので、スマー

トフォンでも活動できる学習サイトということ、

教員の手助けが無くても学習できる内容になって

いるということ、そして無料であるということ、

以上 3 点である。progate の PythonⅠでは、分岐

は扱われているが、くり返しは扱っていない。く

り返しも progate で学習する場合は PythonⅡま

で必要になる。  

（２）授業教材  

授業教材については、「情報Ⅰ」のいくつかの教科

書を参考にしながら私が作成した教材を使用した。 
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参考図：progate のおさらい編  

授業展開（６５分１コマで実施）  

１時間目 progate のおさらい、  

２時間目 If 文と論理演算子・比較演算子  

３時間目 くり返し 

４時間目 くり返し/配列 

５時間目 情報オリンピックにチャレンジ  

６時間目 自動販売機 

７時間目 自動販売機/数あてゲーム  

８時間目 数あてゲーム  

授業 8 時間分のプログラミングの授業を行った。 

ア １時間目 progate のおさらい 

夏休みの課題としてのため、早い生徒は 7 月中に

学習を終えていたが、10 月でのプログラミングの

授業のため、忘れている生徒が多くいる。また、

スマホ版での学習の生徒は、キーボード入力での

プログラミングが初体験のため手間取る様子も見

られた。 

イ ２時間目 If 文と論理演算子  

If 文は progate で学習済みの内容なので、分岐す

ることの理解はおおむね事前にできていた。数学

で命題の学習が終わっていたため、論理演算子・

比較演算子とも使うことも抵抗感が無かったが、

一番問題となったのは代入「=」演算と比較演算

「==」の違いの理解が苦労したところであった。 

ウ ３時間目 くり返し 

progate では課題としていないところであったの

で、苦戦する生徒が多かった。決められた回数を

繰り返すこと自体への理解ができている生徒は多

かったが、変数がくり返し更新されることへの理

解が足りていないと予想される間違いが多かった。 

for i in range(5): と記述すると、 i の中身が

[0,1,2,3,4]と変化していくことを理解させるには

説明に工夫が必要だと感じた。また、Python では

{カギかっこ}は使わず、字下げした行がくり返し

や分岐の範囲となるため、複数行分のくり返しを

行う概念の理解も工夫改善の余地があると感じた。

しかし、字下げしないとくり返しの範囲に入らな

いため、強制的に字下げの必要があり、コードを

みる教員側としては見やすいコードを書く生徒が

多いように感じられた。 

エ ４時間目 くり返し/配列 

前時でのくり返しの理解が充分でないと感じたた

め、くり返しに多く時間を費やすことにした。く

り返しの命令内で回数や変数の工夫をする方法や、

くり返し内で出力する際に工夫する方法などをお

さらいした。 

配列については配列の概念、インデックスについ

ては呼び出し方を簡単に学習し、自動販売機作成

の際に復習をした。  

オ ５時間目 情報オリンピックにチャレンジ  

ここまでの段階で、自身の力でどんどん進むこと

ができる生徒、教員の手助けがかなり必要な生徒

に分かれてきていた。そこでどんどん進むことが

できる生徒が退屈しないようにするための工夫と

して、情報オリンピックの問題 ivにチャレンジさ

せた。基礎レベルのコーディング能力でも解答で

きる問題もあるので、基礎レベルの生徒には簡単

な問題を、どんどん進むことができる生徒はもっ

と上のレベルの問題を自由に取り組ませるように

した。これ以降の時間についても早く課題が終わ

った生徒に対しては情報オリンピックの問題にチ

ャレンジさせることで、授業速度が遅くなってし

まっても大丈夫という安心感を持ってこの先の授

業に臨むことができた。  

カ ６時間目 自動販売機  

配列や分岐の命令が出てきやすい日常的なものの

一つとして自動販売機がある。自動販売機はどん

なことをするかは生徒にとってイメージがしやす

く、処理の流れは素早く理解できた。これをコー

ドに直すことに苦労していたが、生徒同士のアド

バイスでおおむね授業が進んでいった。配列の中

から商品を選び、１回買える自動販売機と、おつ

りを使ってそのまま２回目を購入することができ

るプログラムを作成した。  

キ ７時間目 自動販売機/数あてゲーム  

前回の自動販売機をさらに改良し、くり返し本数

を買えるようにしたり、おつりのコインの枚数を

計算したり、といった工夫をした。コインの枚数

の計算までは完成できない生徒は各クラス５名程

度であった。  

ここでは、while 文の学習を行い、パスワードチェ

ッカーなど単純なプログラムを作ってから、数あ

てゲームの作成に入った。数あてゲームについて

はランダム関数を使い、１つの整数を取得し、そ

れを当てるゲームである。まずは１回入力で数を

当てるゲームを作り、その後、while 文で正解する

まで繰り返すように改良した。  

ク ８時間目 数あてゲーム 

前時で while 文での数あてゲームまで完成してい

ない生徒も数名いたので、じっくりと完成を待ち

ながら、さらなる工夫として正解時に画像が出力

できるように改良した。生徒がスマートフォンで

撮影した画像を表示させたり、以前の授業で作っ

たピクトグラムを表示させたりするなど、様々な

工夫が見られた。自動販売機の作成については未
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完成で終わってしまう生徒もいたが、数あてゲー

ムは全員完成を迎えることができた。  

７ 授業を終えて 

（１）生徒が困ったポイント 

Python でのコーディングでは、生徒からは以下の 

内容についての質問が多かった。  

・字下げなどで、全角スペースを入れた 

・for や if でのコロン:のつけ忘れ 

・閉じカッコ)の入れ忘れ  

以上の３点に集約された。基本的には入力上の問

題点に集約されると感じた。将来的にこれらにチ

ェックがつくようなエディタが開発されれば、高

校生での初めてのテキストコーディングは飛躍的

に環境が上がると感じた。そして、その旨を

Colaboratory のフィードバックに連絡を入れて

みたところ、全角スペースに色がつくように改善

がされた。サポートに意見してみると改善される

ことがあるようなので、使ってみて不具合は発信

していくのが良いと感じた。また、３つめの閉じ

カッコの入れ忘れについては、エディタでのサポ

ート機能も付いているが、コードを書き替えたり

した場合に閉じかっこがつかなかったり、他から

コードをコピーして貼り付けるときに入れ忘れた

りしてしまうケースが見られた。これらの文法上

のエラーについては、生徒自身で発見できる場合

ももちろんあるが、苦手に感じる生徒にとって困

りやすいところである。 

（２）授業スタイルについて 

 プログラミング分野は非常に得意でどんどん進

むことができる生徒（クラスで数人）、自分のペー

スで私の説明より少し早く進みたい生徒（クラス

で 10 名程度）、私の説明と同じペースで進みたい

生徒（クラスで 15 名程度）、私の説明よりゆっく

り進みたい生徒（クラスの 10 名程度）、まったく

ついていけない生徒（クラスで数人）となってし

まった。進度を５パターンに分けておおむね均等

に分かれる状況なので、授業のテンポの設定が難

しいと感じた。そこで、授業者の準備としては先

に進めることができる生徒については、オプショ

ン課題を与え、生徒たち同士の力で進めさせ、時

間を要する生徒に個別質問の時間を多くとる方が

よいと考えた。そのための教材作りに時間がかか

ることが想定されるので、情報オリンピックや情

報入試、教科書の練習問題など、様々なレベルや

種類の問題を用意しておくのが良い。  

（３）評価と生徒の理解度  

 次年度より３観点での評価が必須となるので、

プログラミング分野で、今回の授業をもとにどの

ように評価が考えられるのかを以下にまとめた。  

知識・技能については、自動販売機のプログラ

ムや数あてゲーム作成した成果物で評価を行う。 

Ａ段階：与えられたプログラムを改良し、自ら考

えたプログラムを作成することができる。くり返

しや条件分岐がわかり、適切に条件に応じたプロ

グラミングができる。  

Ｂ段階：与えられたプログラムを作成することが

できる。くり返しや条件分岐の命令を書くことが

できる。 

Ｃ段階：動作するプログラムを作成することがで

きないくり返しや条件分岐の命令を書くことがで

きない。 

思考力・判断力・表現力については、作成の過

程で、条件分岐でのすべてのケースが通過するよ

うなテストデータを考える。print 文での表示方法

についての工夫などを評価する。  

Ａ段階：条件分岐やくり返しにおいて境界値分析

などを行い、設定した条件が適切か確認すること

ができる。また、print 文や display を工夫して工

夫したプログラムを作成することができる。  

Ｂ段階：条件分岐や、くり返し命令で比較演算子

を用いてコーディングができる。  

Ｃ段階：条件分岐やくり返し命令を作成すること

ができない。  

８ 入試問題の実践  

 プログラミングの学習としては 65 分を 8 時間実施

したが、授業時数の多いクラスについてはおまけで大

学入試問題のプログラミング分野の演習を行った。  

 この実践を行う前に 9 月の自宅学習として中堅私大

の大学入試を 1 回分課した。その時の生徒の感想とし

ては、７～8 割の生徒がプログラムの問題は難しいと

いう感想であったが、授業後に別年度のプログラミン

グの入試問題を行ったところ、６～７割の生徒が正答

し、難しくはないという回答となった。コーディング

する経験により、分岐やくり返しといった命令のイメ

ージが頭の中にできるため、入試問題形式のプログラ

ムを見た際にもスムーズに対応できるようになること

が分かった。しかし、中堅私大の問題を簡単に解き終

わり、余裕がある生徒向けに、難関私大のプログラム

問題も実施したところ、数学的な課題で問題が理解で

きず、全く歯が立たない生徒が多かった。1 年次で入

試問題を解答する場合、他教科との連携の問題もある

ことが分かった。  

９ おわりに 

今回のこの論文はまとまりがなく、右往左往するさ
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まが書かれているが、次年度に新しい分野への取り組

み、同じように右往左往する学校が多くあるかもしれ

ないと思い、ふりかえることにした。最終的に入試問

題の演習をして、一応成果が上がったと言えるのか、

8 時間も使って良いのか。課題は様々残った。来年度

情報科は色々わからないことがある中で情報Ⅰをスタ

ートさせることに不安や心配があると思う。埼玉県の

i 大学入試センター令和７年度以降の試験に向けた

検討について情報科サンプル問題

https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7ikou.

html 
ii 埼玉県教育局が用意した Google アカウント 

先生方で色々教えあいながら、まずは情報Ⅰに対して

自信が持てるようにしていければと思う。  

この Python の授業教材を見てみたい場合は全教材

をお渡しできる。ishii.masato.56@spec.ed.jp までご連

絡をお待ちしている。また、他校でどのような授業を

されているか色々教えていただけると助かる。今年度

の実践が少しでも参考になればと思う。 

iii プログラミング学習サイト progate 

https://prog-8.com/ 
iv 情報オリンピック日本委員会 

https://www.ioi-jp.org/ 
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令和３年度 事業報告 

【本研究会主催・全会員対象行事】 

月日 行 事 名 
参加

者数 
会  場 お も な 活 動 内 容 

5/21

（金） 
総会および基調講演 34 Webによる報告 

総会議事 
（ア）令和２年度事業報告・決算について 
（イ）令和３年度役員改選について 
（ウ）令和３年度事業計画（案）・予算(案)

について 
（エ）その他 

 

基調講演 

ライフイズテック株式会社  

執行役員 丸本 徳之 氏  

講演題「プログラミング教育事情関連につい

て」 

8/19 

(木) 
オンライン研修会 24 

各所属校を 

zoomで接続 

・情報Ⅰ実施を見据えたプログラミング研修 

ライフイズテック 

1/6 

(木) 
研究発表会 25 

入間向陽高校

と 

各所属校を

zoomで接続 

・行事報告 

・研究発表 2本 

・研究協議「来年度への準備」 

3月 

下旬 

情報教育研究会 

  研究会誌発行 
   

    
上記の他にメーリングリストによる 

議論・報告等を行った。 

【本研究会主催・役員行事】 

月日 行 事 名 
参加

者数 
会  場 お も な 活 動 内 容 

7/6 

(火) 
第 1回研究委員会 5 

各所属校を 

Meetで接続 

・委員長選出 

・本年度の活動方針、研究テーマの決定 

・全国大会での発表について 

10/19 

(火) 
第 2回研究委員会 6 

各所属校を 

Meetで接続 

・具体的な研究内容について 

・研究活動の分担について 

12/3 

(金) 
第 3回研究委員会 5 

各所属校を 

Meetで接続 

・会誌原稿の作成について 

・まとめ校正分担について 

    
上記の他にメーリングリストによる 

議論・報告等を行った。 

【本研究会主催・役員行事】 

月日 行 事 名 
参加

者数 
会  場 お も な 活 動 内 容 

3月 

下旬 
常任理事会 20  

・本年度の反省、来年度の役員案、行事案、 

予算案、来年度総会について 

    
上記の他にメーリングリストによる 

議論・報告等を行った。 
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【後援・協賛事業】 

月日 行 事 名 
参加

者数 
会  場 お も な 活 動 内 容 

4/9 

(金) 

全国大会 

第 4回実行委員会

（本研究会協賛事業） 

7 
各所属校を 

WebEXで接続 

・第 14回全国大会(大阪大会)開催に 

向けて研究協議 

（本県から実行委員 1名参加） 

5/22 

(火) 

全国大会 

第 6回実行委員会

（本研究会協賛事業） 

9 
各所属校を 

WebEXで接続 

・第 14回全国大会（大阪大会）開催に 

向けて研究協議 

（本県から実行委員 1名参加） 

6/23 

(火) 

全国大会 

第 7回実行委員会

（本研究会協賛事業） 

12 
各所属校を 

WebEXで接続 

・第 14回全国大会（大阪大会）開催に 

向けて研究協議 

（本県から実行委員 2名参加） 

7/5 

(月) 

全国大会 

第 9回実行委員会

（本研究会協賛事業） 

12 
各所属校を 

WebEXで接続 

・第 14回全国大会（大阪大会）開催に 

向けて研究協議 

（本県から実行委員 2名参加） 

7/17 

(金) 

全国大会 

第 10回実行委員会

（本研究会協賛事業） 

10 
各所属校を 

WebEXで接続 

・第 14回全国大会（大阪大会）開催に 

向けて研究協議 

（本県から実行委員 2名参加） 

8/10 

(火) 

 

8/11 

（水） 

全国高等学校 

情報教育研究会総会 

 

第 14回全国高等学校 

情報教育会全国大会 

（大阪大会） 

(本研究会協賛事業) 
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大阪府立三国

丘高校、東京都

立立川高校と 

と各参加者を 

WebEXで接続 

・主催：全国高等学校情報教育研究会 

・総会  役員、事業案の決定、決算、 

予算案の承認 

・基調講演 

大学入学共通テスト 新科目「情報」～サン

プル問題等とそのねらい～ 

  水野 修治 氏 

大学入試センター試験問題調査官 

・特別講演 

 コンピュータサイエンスの面白さ，価値 

鵜飼 佑 氏 

（K-12 Computer Science Education 

Program Manager at Google）  

・リアルタイム発表 18本 

(本県からの発表 1本) 

・オンデマンド動画による発表 17本  

9/4 

(土) 

全国大会 

第 11回実行委員会

（本研究会協賛事業） 

9 
各所属校を 

WebEXで接続 

・第 14回全国大会（大阪大会）を 

終えての残務確認・反省点の検討 

（本県から実行委員 2名参加） 

10/30 

（土） 

全国大会 

第 1回実行委員会

（本研究会協賛事業） 

16 
各所属校を 

Zoomで接続 

・第 15回全国大会(オンライン大会)開催に 

向けて研究協議・役割分担の検討 

（本県から実行委員 3名参加） 

11/22 

（土） 

全国大会 

第 2回実行委員会

（本研究会協賛事業） 

16 
各所属校を 

Zoomで接続 

・第 15回全国大会(オンライン大会)開催に 

向けて研究協議・役割分担の検討 

（本県から実行委員 3名参加） 

12/18 

（土） 

全国大会 

第 3回実行委員会

（本研究会協賛事業） 

9 
各所属校を 

Zoomで接続 

・第 15回全国大会(オンライン大会)開催に 

向けて研究協議・役割分担の検討 

（本県から実行委員 3名参加） 

    随時メーリングリスト等で連絡を行う。 
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令和 3年度 埼高情研 役員 

 

令和 3年度 埼高情研 顧問 

役員名 氏 名 所属・職名 

会長 松本 英和 本庄高等学校・校長 

副会長 荻原 康之 春日部工業高等学校・校長 

副会長 澤畑 信行 飯能南高等学校・教頭 

監事 春日井 優 川越南高等学校・教諭 

監事   

幹事長(事務局・行事) 曽田 正彦 入間向陽高等学校・教諭 

幹事(会計) 細沼 智之 鷲宮高等学校・教諭 

幹事(会計) 沖田 敦志 所沢北高等学校・教諭 

幹事(会誌) 柳澤 実 熊谷西高等学校・教諭 

幹事(研究委員会) 石井 政人 大宮高等学校・教諭 

幹事(行事・全国大会) 大谷 光 草加東高等学校・教諭 

常任理事 天井 崇人 越谷南高等学校・教諭 

常任理事 大場 拓八 所沢西高等学校・教諭 

常任理事 竹内 律子 大宮武蔵野高等学校・教諭 

常任理事 宮﨑 万希子 新座柳瀬高等学校・教諭 

常任理事 脇坂 進司 飯能南高等学校・教諭 

氏 名 氏 名 氏 名 

神山 輝夫 松村 秀 舘 眞一 

矢部 秀一 野島 一郎 西山 茂 

小玉 清司   
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令和 3年度 埼高情研 高連研役員 

 

 

令和 3年度 埼高情研 研究委員会 

役員名 氏 名 所属・職名 

理事 松本 英和 本庄高等学校・校長 

評議員 
荻原 康之 春日部工業高等学校・校長 

澤畑 信行 飯能南高等学校・教頭 

事務担当 

(○印会計) 

曽田 正彦 入間向陽高等学校・教諭 

○細沼 智之 鷲宮高等学校・教諭 

◯沖田 敦志 所沢北高等学校・教諭 

役員名 氏 名 所属・職名 

委  員  長 天井 崇人 越谷南高等学校・教諭 

委     員 富田 平 浦和第一女子高等学校・教諭 

〃 石井 政人 大宮高等学校・教諭 

〃 沖田 敦志 所沢北高等学校・教諭 

〃 髙野 将弘 春日部高等学校・教諭 

〃 宮﨑 万希子 新座柳瀬高等学校・教諭 

〃 脇坂 進司 飯能南高等学校・教諭 

〃 原口 有志 羽生高等学校・教諭 
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埼玉県高等学校情報教育研究会会則 

第 1章 総則 

第１条 本会は、埼玉県高等学校情報教育研究会と称し、事務局を会長の指定する学校におく。 

 

第 2条 本会は、埼玉県高等学校の教科「情報」の振興に努めると共に会員相互の研鑚をはかることを

もって目的とする。 

 

第 3条 本会は、埼玉県高等学校連合教育研究会に属し、県内高等学校の教科「情報」の教職員および

本会の趣旨に賛同する者によって組織する。 

第 2章 事業 

第 4条 本会は、その目的の達成のために、次の事業を行う。 

1 教科「情報」に関する調査研究 

2 見学会・研修会の実施 

3 研究発表会・講演会の開催 

4 研究会誌その他の発行 

5 その他必要な事業 

第 3章 役員 

第 5条 本会には、次の役員を置く。 

1  会長     1名 

2  副会長    若干名 

3  研究委員長  １名 

4  研究委員   若干名 

5  常任理事   8名程度 

6  理事     各校より 1名 

7 幹事     若干名 

8  監事     若干名 

 

第 6条 役員は会員の中から、次の方法で選出する。 

1 会長、副会長および監事は、常任理事会において選出し、総会で承認を受ける。 

2 常任理事は、理事の中より 6～8名程度選出し、総会で承認を受ける。 

3 研究委員は、常任理事会において選出する。ただし、委員会の活動状況に応じて増員すること

ができる。 

4 研究委員長は、研究委員会において選出し、常任理事会で承認を受ける。 

5 理事は、各校より 1名選出する。 
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6 幹事は、会長が委嘱する。 

 

第 7条 役員の任務は次のとおりとする。 

1 会長は本会を代表して、会務を総理する。必要により会議を招集し、その議長となる。 

2 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 

3 研究委員長は研究委員会を代表して、会の業務を行う。 

4 常任理事は理事を代表して、会の運営に当たる。 

5 理事は各学校の会員を代表して、会の運営に当たる。 

6 幹事は会の事務および会計を担当する。 

7 監事は会計の監査にあたる他、常任理事会に出席して助言を与えることができる。 

 

第 8条 本会の役員の任期は 1カ年とし、再任を妨げない。 

 

第 9条 本会は顧問を置くことができる。顧問は本会に特別に関係のある者の中から理事会の推薦した

者について会長が委嘱する。顧問は会長および常任理事会の諮問に応ずる。 

第 4章 総会 

第 10 条 総会は年 1 回、会長が招集する。また会長は必要があれば、臨時に総会を招集することがで

きる。 

 

第 11条 総会においては、次のことを行う。 

1 会則の改正 

2 会務および事業報告 

3 決算の承認 

4 予算の決議 

5 役員の改選 

6 その他必要な事項 

 

第 12条 総会の議決は、多数決による。 

第 5章 常任理事会等 

第 13条  評議員会および常任理事会は、会長が招集し、会務を議しその運営に当たる。 

第 6章 研究委員会 

第 14条 本会に教科「情報」の研究委員会を置く。研究委員会は、教科「情報」に関する研究調査を行

い、また会員並びにその他研究団体との連絡提携に当たる。 
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第 7章 編集委員会 

第 15条 本会事務局に編集委員会を置く。編集委員は研究委員、常任理事および幹事がこれに当たる。 

 

第 16 条 編集委員会は、研究会誌、研究委員会の研究成果物の発行、その他必要な情報の提供に当た

る。 

第 8章 会計 

第 17条 本会の経費は、埼玉県高等学校連合教育研究会の交付金および寄付金をもって当てる。 

 

第 18条 本会の会計年度は、毎年 4月 1日より翌年 3月 31日までとする。 

 

附則 

第 1  本会則は平成１６年１月７日より施行する。 

第 2  会則の一部改正   平成２４年６月 ５日 

第 3  会則の一部改正   平成２５年５月２７日 

第 4  会則の一部改正   平成２６年５月２６日 

第 5  会則の一部改正   令和 ２年６月１５日 
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［編集後記］  

 令和3年度、情報研究会会誌も18号となり、今年も多くの方々の協力のおかげで無事発行できました。本号に

おきましては、寄稿として埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課指導主事の大塚幸誠先生、埼玉県立総合教育

センター指導主事の島村睦先生より原稿をいただくことができました。深く感謝申し上げます。また多くの会員

の先生方より、研究、各報告を寄せていただくことができました。原稿をお寄せいただいた数多くの先生方に厚

く御礼を申し上げます。 

 昨年度に続き、新型コロナウィルス感染症の蔓延に伴い、本会の予定は全てリモートで行われました。各校で

は分散登校やオンライン学習が行われ、BYOD回線の利用やタブレットの活用が更に進んだ1年となりました。  

 また来年度は新学習指導要領（情報Ⅰ）が始まり、観点別学習状況の評価も始まるため、今年度はその準備の

1年となりました。3年後には大学入学共通テストに情報が出題されることになり、入試問題を研究する記事も今

号に掲載されています。今後の情報教育のさらなる発展を祈念申し上げ編集後記といたします。  

 編集委員（み） 

 

［謝辞］ 

本研究会は、公益財団法人日本教育公務員弘済会埼玉支部からの助成を受けております。巻末ではありますが、

御礼申し上げます。  
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